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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

背景：統合失調症と慢性発作間欠期てんかん精神病（EPS）は、異なる病態生理を持つと考

えられている。しかしながら、EPSに関する構造 MRI の研究は、これまでのところ少ない。

この研究は、EPSの神経学的基盤を調査するために行った。 

方法： EPS患者 14人、それに厳格にマッチさせたてんかんのみの患者 14人を、T1強調画

像で分析した。VBM（voxel-based morphometric）の手法を用いて全脳の体積比較を行った。 

結果： VBM 手法により、EPS 群で左の中心後回と左の縁上回で有意な灰白質の体積減少が

示された（調整後の p値、即ち FDR補正 q=0.029; 319ボクセル）。臨床病像との相関に関

しては、精神病症状と、左の中心後回と左の縁上回の灰白質との間に、有意な相関関係は

なかった。 

結論： VBM 手法により、左の中心後回と左の縁上回の灰白質の体積減少が、EPS の病因と

して重要である可能性が示唆された。 

 

 以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につい

ての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ

り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが、いず

れについても適切な回答を得た。 

 よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 

 なお、この論文については共著者多数であるが、予備調査の結果、本人が主導的役

割を果たしていることを確認した。 


